
染色体生化学研究室
ヒト細胞では、DNAは総長 2 メートルにもなり、計 46の染色体として分かれて存在します。細胞
という僅かな空間で、全てのセットの染色体を複製し、次世代に均等に分配するという作業がいかに
アクロバティックなことであるかは、想像に難くありません。
　私たちの研究室では酵母をモデル生物として、細胞がどのように染色体を作り、正確な数を保った
まま分配するのかという分子機構について研究しています。 特に、染色体の構造形成で中心的な役割
を果たしているSMC複合体の作動機構の解明に力を入れています。
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試験管の中で染色体構造をつくる過程を再構成する



試験管内再構成実験は、タンパク質のメカニズム解析を行う上で、非常に強力なアプローチです。
私たちは、これまでに染色体間の接着構造の形成に機能するコヒーシンを精製し、その機能的
なDNA結合反応を再構成しました。現在、一分子イメジングによって、コヒーシンのDNA結
合における動作機構を直接解析しようとしています。コヒーシンの系を主軸に、他のSMC複合
体の機能解析を展開し、染色体構造形成の謎を明らかにしていきたいと考えています。
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コヒーシンの機能的なDNA結合反応の再構成
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